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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々がイントラ符号化およびインター符号化されたビデオフレームを備える複数のビデ
オストリームを受信するように構成された受信機であって、前記ビデオストリームは、前
記ビデオストリームの第１のビデオストリームおよび前記ビデオストリームの第２のビデ
オストリームを備える受信機と、
　ビデオ復号器と、
　前記ビデオストリームを前記ビデオ復号器に切り換えるように構成された処理装置（pr
ocessing unit）と
を備え、前記処理装置は、オーバヘッドチャネルによって前記第２のビデオストリームに
おけるイントラ符号化されたフレームのタイミングのブロードキャストを受信するように
構成され、前記オーバヘッドチャネルは、前記第１のビデオストリームのためのイントラ
符号化されたフレームの位置と、対応するビデオストリームにおける前記第２のビデオス
トリームのためのイントラ符号化されたフレームの位置とを示す複合オーバヘッド情報を
備え、前記処理装置は、イントラ符号化されたビデオフレームが前記ビデオストリームの
第２のビデオストリーム内で受信される前に、前記ビデオストリームの第２のビデオスト
リームにおけるイントラ符号化されたフレームのタイミングが知られていないのであれば
、前記タイミングを決定し、前記ビデオストリームの第１のビデオストリームから前記ビ
デオストリームの第２のビデオストリームへ切り換えるためのプロンプトを受信し、前記
プロンプトに応答して、イントラ符号化されたビデオフレームが前記ビデオストリームの
第２のビデオストリーム内で受信されるまで（before until）、前記ビデオストリームの
第２のビデオストリームに切り換えるのを遅延する
ように構成されている処理装置である無線通信装置。
【請求項２】
　前記複数のビデオストリームの各々に、スーパーフレームにおけるメディア論理チャネ
ルが割り当てられ、前記オーバヘッドチャネルは、前記スーパーフレームにおける対応す
るメディア論理チャネルにおける前記第１のビデオストリームおよび前記第２のビデオス
トリームのためのイントラ符号化されたフレームの位置を示す複合オーバヘッド情報を備
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える請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　スーパーフレームにおけるメディア論理チャネルは、前記複数のビデオストリームの各
々に割り当てられ、前記オーバヘッドチャネルは、前記スーパーフレームにおけるメディ
ア論理チャネルの各々のためのイントラ符号化されたフレームの位置を示す複合オーバヘ
ッド情報を備える請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記処理装置は、前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリーム内のイントラ符
号化されたフレームの前記決定されたタイミングに基づいて前記切り換えを遅延するよう
に構成されている請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項５】
　前記受信機は、前記ブロードキャストオーバヘッドチャネルから、前記ビデオストリー
ムの前記第２のビデオストリーム内の前記イントラ符号化されたフレームの前記タイミン
グを決定するように構成されている請求項３に記載の無線通信装置。
【請求項６】
　前記ビデオストリームが物理チャネル上にブロードキャストされ、前記ビデオストリー
ムの前記第２のビデオストリームへ切り換える際の前記遅延が、前記物理チャネル上の前
記ビデオストリームの前記第２のビデオストリーム内のイントラ符号化されたフレームの
位置に基づく請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項７】
　前記ビデオストリームの各々が前記物理チャネル上の論理チャネルを割り当てられ、前
記ビデオストリームの前記第２のビデオストリームへ切り換える際の前記遅延が、前記ビ
デオストリームの前記第２のビデオストリームに関する前記論理チャネル内のイントラ符
号化されたフレームの前記位置に基づく請求項５に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　前記処理装置が、前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリームに関する前記論
理チャネル内の前記イントラ符号化されたフレームの前記位置を決定するようにさらに構
成されている請求項７に記載の無線通信装置。
【請求項９】
　前記処理装置は、前記プロンプトに応答して、前記ビデオストリームの第２のビデオス
トリームの復号が切換えの後に生じるように前記ビデオストリームの第２のビデオストリ
ーム内でイントラ符号化されたフレームが受信される直前まで、前記ビデオストリームの
第２のビデオストリームへの切り換えを遅延するように構成されている、請求項１の無線
通信装置。
【請求項１０】
　各々がイントラ符号化およびインター符号化されたビデオフレームを備える複数のビデ
オストリームを受信するための受信手段と、
　ビデオを復号するための復号手段と、
　前記ビデオストリームを前記ビデオ復号手段に切り換えるための切換え手段と
を備え、前記切換え手段は、オーバヘッドチャネルによって前記第２のビデオストリーム
におけるイントラ符号化されたフレームのタイミングのブロードキャストを受信するよう
に構成され、前記オーバヘッドチャネルは、前記第１のビデオストリームのためのイント
ラ符号化されたフレームの位置と、対応するビデオストリームにおける前記第２のビデオ
ストリームのためのイントラ符号化されたフレームの位置とを示す複合オーバヘッド情報
を備え、前記切換え手段は、イントラ符号化されたビデオフレームが前記ビデオストリー
ムの第２のビデオストリーム内で受信される前に、前記ビデオストリームの第２のビデオ
ストリームにおけるイントラ符号化されたフレームのタイミングが知られていないのであ
れば、前記タイミングを決定し、前記ビデオストリームの第１のビデオストリームから前
記ビデオストリームの第２のビデオストリームへ切り換えるためのプロンプトを受信し、
前記プロンプトに応答して、イントラ符号化されたビデオフレームが前記ビデオストリー



(3) JP 2012-231484 A5 2013.5.30

ムの前記第２のビデオストリーム内で受信されるまで、前記ビデオストリームの前記第２
のビデオストリームに切り換えるのを遅延するように構成された切換え手段である無線通
信装置。
【請求項１１】
　前記複数のビデオストリームの各々に、スーパーフレームにおけるメディア論理チャネ
ルが割り当てられ、前記オーバヘッドチャネルは、前記スーパーフレームにおける対応す
るメディア論理チャネルにおける前記第１のビデオストリームおよび前記第２のビデオス
トリームのためのイントラ符号化されたフレームの位置を示す複合オーバヘッド情報を備
える請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１２】
　スーパーフレームにおけるメディア論理チャネルは、前記複数のビデオストリームの各
々に割り当てられ、前記オーバヘッドチャネルは、前記スーパーフレームにおけるメディ
ア論理チャネルの各々のためのイントラ符号化されたフレームの位置を示す複合オーバヘ
ッド情報を備える請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１３】
　前記切換え手段は、前記ビデオストリームの第２のビデオストリー内のイントラ符号化
されたフレームの前記決定されたタイミングに基づいて前記切換えを遅延するように構成
されている請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１４】
　前記受信手段は、前記ブロードキャストオーバヘッドチャネルから、前記ビデオストリ
ームの第２のビデオストリーム内の前記イントラ符号化されたフレームの前記タイミング
を決定するようにさらに構成されている請求項１２に記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　前記切換え手段は、前記プロンプトに応答して、前記ビデオストリームの第２のビデオ
ストリームの復号化が切換えの後で生じるように、イントラ符号化ビデオフレームが前記
ビデオストリームの第２のビデオストリーム内で受信される直前まで前記ビデオストリー
ムの第２のビデオストリームへの切り換えを遅延するように構成されている請求項１０の
無線通信装置。
【請求項１６】
　各々がイントラ符号化およびインター符号化されたビデオフレームを備える複数のビデ
オストリームを受信することと、
　前記ビデオストリームの第１のビデオストリームを復号することであって、前記ビデオ
ストリームは、前記ビデオストリームの第１のビデオストリームおよび前記ビデオストリ
ームの第２のビデオストリームを備えることと、
　オーバヘッドチャネルによって前記ビデオストリームの第２のビデオストリームを復号
するためのプロンプトを受信することであって、前記オーバヘッドチャネルは、前記第１
のビデオストリームのためのイントラ符号化されたフレームの位置と、対応するビデオス
トリームにおける前記第２のビデオストリームのためのイントラ符号化されたフレームの
位置とを示す複合オーバヘッド情報を備えることと、
　イントラ符号化されたビデオフレームが前記ビデオストリームの第２のビデオストリー
ム内で受信される前に、前記ビデオストリームの第２のビデオストリームにおけるイント
ラ符号化されたフレームのタイミングが知られていないのであれば、前記タイミングを決
定することと、
　前記ビデオストリームの第２のビデオストリームを復号するためのプロンプトを受信す
ることと、
　前記プロンプトに応答して、イントラ符号化されたビデオフレームが前記ビデオストリ
ームの前記第２のビデオストリーム内で受信されるまで、前記ビデオストリームの前記第
２のビデオストリームに切り換えるのを遅延して復号することと
を備える通信方法。
【請求項１７】
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　前記複数のビデオストリームの各々に、スーパーフレームにおけるメディア論理チャネ
ルが割り当てられ、前記オーバヘッドチャネルは、前記スーパーフレームにおける対応す
るメディア論理チャネルにおける前記第１のビデオストリームおよび前記第２のビデオス
トリームのためのイントラ符号化されたフレームの位置を示す複合オーバヘッド情報を備
える請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　スーパーフレームにおけるメディア論理チャネルは、前記複数のビデオストリームの各
々に割り当てられ、前記オーバヘッドチャネルは、前記スーパーフレームにおけるメディ
ア論理チャネルの各々のためのイントラ符号化されたフレームの位置を示す複合オーバヘ
ッド情報を備える請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記切り換えの遅延は、前記ビデオストリームの第２のビデオストリーム内のイントラ
符号化されたフレームの前記決定されたタイミングに基づく請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリーム内の前記イントラ符号化されたフ
レームの前記タイミングが前記ブロードキャストオーバヘッドチャネルから決定される請
求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ビデオストリームは物理チャネル上にブロードキャストされ、前記ビデオストリー
ムの前記第２のビデオストリームへ切り換える際の前記遅延が、前記物理チャネル上の前
記ビデオストリームの第２のビデオストリーム内のイントラ符号化されたフレームの位置
に基づく請求項１６に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ビデオストリームの各々は前記物理チャネル上の論理チャネルが割り当てられ、前
記ビデオストリームの前記第２のビデオストリームへ切り換える際の前記遅延が、前記ビ
デオストリームの前記第２のビデオストリームに関する前記論理チャネル内のイントラ符
号化されたフレームの前記位置に基づく請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリームに関する前記論理チャネル内の前
記イントラ符号化されたフレームの前記位置を決定することをさらに備える請求項２２に
記載の方法。
【請求項２４】
　前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリーム内の前記イントラ符号化されたフ
レームの前記位置が前記ブロードキャストオーバヘッドチャネルから決定される請求項２
３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記遅延は切換えの後に前記ビデオストリームの第２のビデオストリームの復号が生じ
ることを可能にする請求項１６の方法。
【請求項２６】
　非一時的なコンピュータ読取可能な媒体を備える非一時的なコンピュータ読取可能な記
録媒体であって、
　コンピュータに、各々がイントラ符号化およびインター符号化されたビデオフレームを
備える複数のビデオストリームをビデオ復号器に切り換えさせるための切換えコードを備
え、前記ビデオストリームは、前記ビデオストリームの第１のビデオストリームおよび前
記ビデオストリームの第２のビデオストリームを備え、前記切換えコードは、オーバヘッ
ドチャネルによって前記第２のビデオストリームにおけるイントラ符号化されたフレーム
のタイミングのブロードキャストを受信するように構成され、前記オーバヘッドチャネル
は、前記第１のビデオストリームのためのイントラ符号化されたフレームの位置と、対応
するビデオストリームにおける前記第２のビデオストリームのためのイントラ符号化され
たフレームの位置とを示す複合オーバヘッド情報を備え、前記切換えコードはさらに、イ
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ントラ符号化されたビデオフレームが前記ビデオストリームの第２のビデオストリーム内
で受信される前に、前記ビデオストリームの第２のビデオストリームにおけるイントラ符
号化されたフレームのタイミングが知られていないのであれば、前記タイミングを決定し
、前記ビデオストリームの第１のビデオストリームから前記ビデオストリームの第２のビ
デオストリームへ切り換えるためのプロンプトを受信し、前記プロンプトに応答して、イ
ントラ符号化されたビデオフレームが前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリー
ム内で受信されるまで、前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリームへ切り換え
ることを遅延するように構成された切換えコードである非一時的なコンピュータ記憶媒体
。
【請求項２７】
　前記複数のビデオストリームの各々に、スーパーフレームにおけるメディア論理チャネ
ルが割り当てられ、前記オーバヘッドチャネルは、前記スーパーフレームにおける対応す
るメディア論理チャネルにおける前記第１のビデオストリームおよび前記第２のビデオス
トリームのためのイントラ符号化されたフレームの位置を示す複合オーバヘッド情報を備
える請求項２６に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項２８】
　スーパーフレームにおけるメディア論理チャネルは、前記複数のビデオストリームの各
々に割り当てられ、前記オーバヘッドチャネルは、前記スーパーフレームにおけるメディ
ア論理チャネルの各々のためのイントラ符号化されたフレームの位置を示す複合オーバヘ
ッド情報を備える請求項２６に記載の非一時的なコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２９】
　前記切換えコードは、コンピュータに、前記ビデオストリームの前記第２のビデオスト
リーム内のイントラ符号化されたフレームの前記決定されたタイミングに基づいて前記切
り換えを遅延させるように構成されている請求項２６に記載の非一時的なコンピュータ記
憶媒体。
【請求項３０】
　前記切換えコードは、コンピュータに、前記ビデオストリームの前記第２のビデオスト
リーム内の前記イントラ符号化されたフレームの前記タイミングの前記ブロードキャスト
オーバヘッドチャネルから、前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリーム内の前
記イントラ符号化されたフレームの前記タイミングを決定させるように構成されている請
求項２６に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項３１】
　前記ビデオストリームは物理チャネル上にブロードキャストされ、前記切換えコードは
、コンピュータに、前記物理チャネル上の前記ビデオストリームの前記第２のビデオスト
リーム内のイントラ符号化されたフレームの位置に基づいて、前記ビデオストリームの前
記第２のビデオストリームへの切り換えを遅延させるように構成されている請求項２６に
記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項３２】
　前記ビデオストリームの各々は前記物理チャネル上の論理チャネルが割り当てられ、前
記切換えコードは、コンピュータに、前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリー
ムに関する前記論理チャネル内のイントラ符号化されたフレームの前記位置に基づいて、
前記ビデオストリームの前記第２のビデオストリームへの切り換えを遅延させるように構
成されている請求項３１に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項３３】
　前記切換えコードは、コンピュータに、前記ビデオストリームの前記第２のビデオスト
リームに関する前記論理チャネル内の前記イントラ符号化されたフレームの前記位置を決
定させるように構成されている請求項３２に記載の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項３４】
　前記切換えコードは、コンピュータに、前記ビデオストリームの前記第２のビデオスト
リーム内の前記イントラ符号化されたフレームの前記位置の前記ブロードキャストオーバ
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ヘッドチャネルから、前記ビデオストリームの第２のビデオストリーム内の前記イントラ
符号化されたフレームの前記位置を決定させるように構成されている請求項３３に記載の
非一時的なコンピュータ記憶媒体。
【請求項３５】
　前記切換えコードは、前記プロンプトに応答して、前記ビデオストリームの第２のビデ
オストリームの復号が切換えの後に生じるように前記ビデオストリームの第２のビデオス
トリーム内でイントラ符号化されたフレームが受信される直前まで、前記ビデオストリー
ムの第２のビデオストリームへの切り換えを遅延するように構成されている、請求項２６
の非一時的なコンピュータ記憶媒体。
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